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                第１図 「おいとけ栗たん」の育成図 
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穫果数，総収量（1kg 未満を除く），規格内収量















試験地 年度 品種 播種日 定植日 収穫日 施肥量(kg/a) 栽植密度 試験規模
N: P2O5: K2O 株間 畝間 (株/a)
北海道農業研究センター(札幌市)
2012年 おいとけ栗たん 5月7日 6月6日 8月31日 1.0：1.0：1.0 60 150 111.1 10株3反復
えびす(標準品種） 5月7日 6月6日 8月31日 1.0：1.0：1.0 60 300 55.6 15株3反復
雪化粧(対照品種） 5月7日 6月6日 9月6日 1.0：1.0：1.0 60 300 55.6 15株3反復
ジェジェＪ(参考品種) 5月7日 6月6日 8月31日 1.0：1.0：1.0 60 150 111.1 10株3反復
2013年 おいとけ栗たん 5月7日 6月3日 9月2日 1.0：1.0：1.0 60 150 111.1 10株3反復
えびす(標準品種） 5月7日 6月3日 9月2日 1.0：1.0：1.0 60 300 55.6 15株3反復
雪化粧(対照品種） 5月7日 6月3日 9月11日 1.0：1.0：1.0 60 300 55.6 15株3反復
ジェジェＪ(参考品種) 5月7日 6月3日 9月2日 1.0：1.0：1.0 60 150 111.1 10株3反復
くりひかり(参考品種) 5月7日 6月3日 9月2日 1.0：1.0：1.0 60 150 111.1 10株3反復
2014年 おいとけ栗たん 5月8日 6月6日 8月28日 1.0：1.0：1.0 60 150 111.1 10株3反復
えびす(標準品種） 5月8日 6月6日 8月28日 1.0：1.0：1.0 60 300 55.6 10株3反復
雪化粧(対照品種） 5月8日 6月6日 9月5日 1.0：1.0：1.0 60 300 55.6 10株3反復
ジェジェＪ(参考品種) 5月8日 6月6日 8月28日 1.0：1.0：1.0 60 150 111.1 10株3反復
くりひかり(参考品種) 5月8日 6月6日 8月28日 1.0：1.0：1.0 60 150 111.1 10株3反復
TC2A（参考品種） 5月8日 6月6日 8月28日 1.0：1.0：1.0 60 150 111.1 10株3反復
2015年 おいとけ栗たん 5月7日 6月2日 9月1日 1.0：1.0：1.0 60 150 111.1 10株3反復
えびす(標準品種） 5月7日 6月2日 9月1日 1.0：1.0：1.0 60 300 55.6 15株2反復
雪化粧(対照品種） 5月7日 6月2日 9月7日 1.0：1.0：1.0 60 300 55.6 15株2反復
ジェジェＪ(参考品種) 5月7日 6月2日 9月1日 1.0：1.0：1.0 60 150 111.1 10株3反復
くりひかり(参考品種) 5月8日 6月6日 8月28日 1.0：1.0：1.0 60 150 111.1 10株3反復
TC2A（参考品種） 5月7日 6月2日 9月1日 1.0：1.0：1.0 60 150 111.1 10株3反復
株式会社渡辺採種場（栗原市）
2012年1) おいとけ栗たん 3月24日 4月20日 7月20日 1.1:1.1:1.1 40 210 119.1 ８株2反復
えびす(標準品種） 3月24日 4月20日 7月20日 1.1:1.1:1.1 40 210 119.1 ８株2反復
雪化粧(対照品種） 3月24日 4月20日 7月20日 1.1:1.1:1.1 40 210 119.1 ８株2反復
ジェジェＪ(参考品種) 3月24日 4月20日 7月20日 1.1:1.1:1.1 40 210 119.1 ８株2反復
TC2A（参考品種） 3月24日 4月20日 7月20日 1.1:1.1:1.1 40 210 119.1 ８株2反復
くりゆたか(参考品種) 3月24日 4月20日 7月20日 1.1:1.1:1.1 40 210 119.1 ８株2反復
2012年2) おいとけ栗たん 7月19日 7月31日 10月16日 0.9:0.9:0.9 40 250 100.0 ８株1反復
えびす(標準品種） 7月19日 7月31日 10月16日 0.9:0.9:0.9 40 250 100.0 ８株1反復
雪化粧(対照品種） 7月19日 7月31日 10月16日 0.9:0.9:0.9 40 250 100.0 ８株1反復
ジェジェＪ(参考品種) 7月19日 7月31日 10月16日 0.9:0.9:0.9 40 250 100.0 ８株1反復
TC2A（参考品種） 7月19日 7月31日 10月16日 0.9:0.9:0.9 40 250 100.0 ８株1反復
くりゆたか(参考品種) 7月19日 7月31日 10月16日 0.9:0.9:0.9 40 250 100.0 ８株1反復
2013年 おいとけ栗たん 3月25日 4月23日 7月22日 0.9:0.9:0.9 40 220 119.1 ８株2反復
えびす(標準品種） 3月25日 4月23日 7月22日 0.9:0.9:0.9 40 220 119.1 ８株2反復
雪化粧(対照品種） 3月25日 4月23日 7月22日 0.9:0.9:0.9 40 220 119.1 ８株2反復
ジェジェＪ(参考品種) 3月25日 4月23日 7月22日 0.9:0.9:0.9 40 220 119.1 ８株2反復
TC2A（参考品種） 3月25日 4月23日 7月22日 0.9:0.9:0.9 40 220 119.1 ８株2反復
くりゆたか(参考品種) 3月25日 4月23日 7月22日 0.9:0.9:0.9 40 220 119.1 ８株2反復
2014年 おいとけ栗たん 3月25日 4月23日 7月16日 0.75:0.75:0.75 40 220 119.1 ８株2反復
えびす(標準品種） 3月25日 4月23日 7月16日 0.75:0.75:0.75 40 220 119.1 ８株2反復
雪化粧(対照品種） 3月25日 4月23日 7月16日 0.75:0.75:0.75 40 220 119.1 ８株2反復
ジェジェＪ(参考品種) 3月25日 4月23日 7月16日 0.75:0.75:0.75 40 220 119.1 ８株2反復
TC2A（参考品種） 3月25日 4月23日 7月16日 0.75:0.75:0.75 40 220 119.1 ８株2反復
くりゆたか(参考品種) 3月25日 4月23日 7月16日 0.75:0.75:0.75 40 220 119.1 ８株2反復
1)不織布トンネル栽培，2)抑制栽培。本表の一部は北海道農業研究センター研究報告（杉山ら，2017）で報告した。
栽植距離(cm)































供試し，7～8 果（15～18 ㎏）を用いた。2016 年は
「おいとけ栗たん」は約800㎏，「えびす」と「雪化
粧」は約 250 ㎏を用いた。加工処理は 2014 年 11 月
中旬，2015 年 12 月中旬，2016 年 11 月下旬に行っ
た。1 次加工後の歩留まりは，もとの果重に対して
種子とワタを除き剥皮した果実重との割合で示した。






































































と同じ約 5 枚であったが，60 日後では少な
い傾向であった（第 4 表）。葉の大きさは縦
径，横径とも 40cm 以上と大きく，葉柄も北
農研 2014 年を除き 50～70cm となり，供試品
種で最も長かった（第 4 表，第 5 表）。「おい
とけ栗たん」の主枝の長さは 10 節までが北農研で
8.3～14.2cm，渡辺採種場で 13.1～24.0cm と短く，
15 節まででは北農研で 46.9～60.8cm，20 節までで


















向があった（第 5 表，第 6 表）。雌花数は 1.9～2.5
花で「えびす」と同程度か少なく，「雪化粧」と同
程度か多かった。また，着果日には大きな差はなか 
第 3表 カボチャ産地試験の耕種概要 
貯蔵性，加工適性の高い短節間性カボチャ新品種「おいとけ栗たん」の育成とその特性
 第 4 表 生育特性（北海道農業研究センター） 









第 2 図 「おいとけ栗たん」の草姿     










約 2.1kg で「えびす」（約 1.7kg）より重く，「雪化


























橙色を帯びる果肉色であった（第 8 表，第 10 表）。
また，「おいとけ栗たん」の果肉の厚さは果梗部と





第 7表 収量特性（北海道農業研究センター） 
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度で，粉質性の強い肉質であった（第10表）。  
第 8表 果実の特性評価（（株）渡辺採種場） 










った。糖度は 16～18 で平均 17.2 と供試品種で最も
高く，乾物率も平均 24.2％で貯蔵性が高い「雪化粧」
第 3 図 「おいとけ栗たん」の果実（外観） 
撮影日：2017 年 11 月 14 日：北海道農業研究センター（札幌）。 
第 10表 果実の肉質特性（北海道農業研究センター） 
第 4図 「おいとけ栗たん」の果実横断面 








第 5図 貯蔵 3ヶ月後の果実 
撮影日：2014 年 11 月 28日：北海道農業研究センター（札幌）。 




























第 12表 7.5℃で貯蔵 3ヶ月後の果実品質（北海道農業研究センター） 
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去した加工歩留まりと種子・ワタも除去した加工歩 留まりは，「おいとけ栗たん」ではそれぞれ約 94％，
第 13表 貯蔵後の糖度および粉質程度の変化（（株）渡辺採種場） 
第 14表 貯蔵後の果肉品質（（株）渡辺採種場） 














い），柔らかさも適度であった（第 18 表）。 
色調は「えびす」が黒っぽく，「雪化粧」
でやや薄い黄色であったが，「おいとけ栗





用として優れていた（第 18 表，第 19 表）。 
「おいとけ栗たん」の果皮は灰緑色であるが，加
第 16表 「おいとけ栗たん」果実の果肉割合（北海道農業研究センター） 
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熱すると緑色になった（第7図）。 
第 17表 「おいとけ栗たん」の加工歩留まり（北海道農業研究センター） 
第 18表 「おいとけ栗たん」の加工歩留まりおよびペースト製品の評価 1) 
第 19表 「おいとけ栗たん」のカボチャペースト加工品の評価 
第 6 図 カボチャのペースト加工製品 































































第 21表 カボチャ系統適応性検定試験結果（その 1） 

























































第 24表 貯蔵後の果実品質および総合評価（検定場所） 












第 26表 貯蔵前の春播き露地作型と露地抑制作型の果実品質（道央農業振興公社） 
第 27表 貯蔵 3 ヶ月後の春播き露地作型と露地抑制作型の果実品質（道央農業振興公社） 
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大規模な面積での生産力試験では，「おいとけ栗















扁円形で，果皮は灰緑であった。露地では 8 月 15
日 





































および早熟栽培では 48～55％（第 20 表：群馬県農
技セ，鹿児島農総セ）と低く，この時期での栽培で
は着果が不安定になる可能性がある。 
第 30 表 「おいとけ栗たん」の抑制作型における生育特性および収量特性 
（神奈川県農業技術センター：2012 年） 































































































































力栽培技術の開発（超省力園芸）」平成 12 年度， 
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7) 長尾明宣，印東輝彦，土肥紘（1991）カボチャ
の収穫後の品質に及ぼすキュアリング条件と貯































Breeding and Characteristics of a New Squash Cultivar 
‘Oitokekuritan’ with Short Internodes, Highly Long Storability 
and Adaptability of Food-processing 
 
Keita SUGIYAMA1), Daisuke KAMI1), Takato MURO1),3), 





‘Oitokekuritan’ (released in April 24, 2018) is a new squash cultivar (Cucurbita maxima Duchesne 
ex Lam.) with several advantageous characteristics, including short internodes on the plant stem, 
high quality fruit after long storage and superior adaptability for food-processing. The F1 cultivar 
resulted from a cross between the lines ‘Hokkai 6’ and ‘NH’ that were developed at Hokkaido 
Agricultural Research Center, NARO and Watanabe Seed Co. Ltd., respectively. The major 
characteristics of ‘Oitokekuritan’ are as follows: 
1. Short internodes are present along the entire main stem during the early growth stage, whereas 
later stems lengthen after the middle stage of plant growth. The plant has large leaves, long petioles 
and thick stems. There are a few lateral shoots.  
2. Flowering time for female flowers is slightly later than that of ‘Ebisu’. Fruit-set occurs in the lower 
nodes. The fruit yield is high. 
3. The fruit is flat. The skin has greenish-gray surface with gray stripes and shallow grooves. The 
fruit weight is about 2 kg. After three months of storage，the fruit flesh color is orange-yellow or 
orange. The sugar content (Brix) and the dry-matter content of the flesh are high. The flesh texture, 
similar to that of chestnuts (powdery), is maintained. Thus, fruit quality after storage is also superior. 
4. The yield of processed paste from fruit is high. The paste has the desirable qualities of good 
viscosity, bright yellow color and strong sweetness. Thus, this cultivar is also suitable for processing. 
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